
議 事 録 
会 議 名 日  時       場  所 記録者 

第２回 理事会 平成２３年７月３１日（日） クラブハウス 波戸岡 
参 加 者 飯田・長谷川・稲垣・杉岡・矢野・山本・澤井・波戸岡・藤原・栗原・岩田 

案   件 内          容 
１．イベントについて 
 報告２件 
  水泳講習会 
  キンダーイベント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以後のイベントについて 

  キャンプ 
 
 
 
 
  宿題タイム 
 
 
  トレッキング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  バスツアー 
 
 
 

○水泳講習会 ７月 16日（土）23日（土）長野・小山田で実施 
 今回、初めて健康管理開発センター（ウェルネス フォレスト三日市） 
の指導員にお願いした。当初５名派遣という事であったが現場で急きょ１

人追加で入水指導をしていただいた。事前の打ち合わせ通りお１人１回

5,000円×２会場、５人分計 50,000円/２回お渡しし、後日お礼として 
事務所に茶菓と飲料を持参した。 活動としては例年通り充実した活動に

なり参加者、保護者も満足されていた。 
 
○キンダーイベント ７月 23日（土）千代田短大にて実施 
 毎年、冷房のきかないアリーナでの活動で暑さが酷かったが今年は夜間

涼しく前日から窓を開放してあったのでいつもより暑さの負担は少なかっ

た。学生の数が多く子どもとの関わりもそれぞれであったが、恒例のイベ

ントとしては変わらず楽しく展開できた。 
 
○キャンプ申込状況 申込み締切 ８月 21日（日）実施予定  
 申し込み状況は 23名と昨年よりは少し増えたが、定員 40名は及ばず 
バスを大型から長野ＦＣのマイクロバスに変更することにした。 
引率５名  井上、島田 大谷実習生３名（植田 東 天谷） 
 
○宿題タイム「ハガキ絵作り」 申込み受付中だが書道会員以外の参加は 
１名しかなく、来年は製作の内容を検討する必要がある 
 
○トレッキング講習会の実施について予算的にどうするか。 
―この事業は 14万位の予算事業である（うち参加費収入は４万位） 
昨年までは、笹川の助成金があったが 今回は参加費収入以外は持ち出し

となり 10万位と予想される。 
―ダイヤモンドトレール堪能という企画のつながりから、流れを切ってし

まうのは良くないが今年度の予算を考えると厳しいのではないか 
―今年秋は実施せず、来年度の春に実施するのはどうか。 
決定事項・・今年のルート（水越峠～金剛山）であれば大型バスを使わず

公共交通機関を使う事で見積もりを出してみて、できるだけ実施の方向で

再検討する。 
 
○矢野理事より 企画内容提案（２ルート）10月 30日（日） 
京都案・・参加費 12,000円の企画だが、食事内容で 10,000円以内に 
収めることも可能 時期早いので紅葉が見れない 
岐阜案・・ＮＨＫ大河ドラマ「江」にゆかりの地を巡る 10,000円 



 
 
 
 
 
  総合型フェスタ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  クリスマス会 
 
 
 
 
 
 
2.スクールの現状と 
 今後の具体策 
 （資料参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

決定事項・・ヨガ太極拳のクラスのコーチや会員の意見を聞いてみる 
最初に京都案を提示して反応をみて 芳しくなければ岐阜の案も出してみ

る。（但しあまり会員さんの意見に左右されないように。収集がつかなくな

る） 
 
○総合型フェスタ 10月 30日（日）なみはやドームで開催 
今年は初めての試みで午前ドッジボールと昼食時演技発表、午後運動会が

企画されている。主催者としては参加者増をねらったもの。 
これまでは、ミニバスのクラスが参加していたがバスケの試合がないと 
参加しない子が多いと予想される 
決定事項・・トータルの高学年で参加を募る（スクール活動の一環として

参加するので参加費は無料） 
演技発表で N.O.Bフレンズが参加（参加費 1,000円徴収） 
移動は長野ＦＣマイクロバス 
９月中旬には募集をかける 
※上記内容決定後に出てきた疑問点 
参加費に区別があるのは不満が出ないか・・トータルにもバトンにも所属

している子供がいる。たとえばバトンにも出るがドッチや運動会にも出た

いという希望があった場合の参加費はどうなる？→至急検討 
 
○クリスマス会  12月 17日（土）実施予定 
―ここ数年、小山田で開催。長野地区の会員から小山田でばかりなので 
長野でもやってほしいとの意見も出ているがどうするか。 
決定事項・・ダンスの発表もあるので参加者数が多いため、駐車場の広さ

を考えるとやはり小山田でいい。 
１０月～理事の女性陣で企画を進めていく 
 
○クラブ設立からニーズに合わせて種目やクラスを増やしてきたが 
ＮＰＯ法人３年目、各種助成金もほとんど無くなっている事や会員数の伸

び悩みなど様々な課題がはっきりしてきた時期になってきたと思われる。 
これを機に現在開講しているものが、総合型スポーツクラブとして担うべ

きものかどうか熟慮する必要がある。資料は赤字額の大きい順に掲載 
 
テニス→決定事項・・来年度 廃止 
    理由・・赤字額が大きすぎる上、土曜クラスの施設確保が非常に 
        困難（千代田短大の予定が１か月前しか教えてもらえな 
        いが、市の施設は２か月前に申込みなので時期が合わず 
        早めに申し込んだとしてもキャンセル料が発生し無駄な 
        出費になる。早朝から抽選に申し込むなど事務量の負担 
        も大きい） 
  以上の事から、早急にテニスコーディネートの担当者に事情説明をし 

ご理解いただいた上で会員に告知する。 
※施設の安定した確保ができ自主事業として成り立つ企画ができれば再開 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太極拳→決定事項・・日曜・木曜クラスを廃止  
    経緯・・設立当初、一般会員の種目としては１番人数の多いクラ 
        スであったが会員の高齢化やひと世代下の壮年期会員の 
        入会が少なくまた、対応もしてこなかった。 
        種目としては存続させるべき。 
    今後・・水曜と金曜のクラスは前後のヨガや親子教室の活動継続

の為に無くすことはできないので、水曜金曜のクラスで 
        体験会を開くなど講師と相談していく 
 
卓球   会議内では、卓球を２クラス合わせた状態での掲載のみだったため、

正確な分析がされておらず火木クラスが週に２回実施していること

から赤字分の多くは火木クラスによるものだとの理解から会議中で

は火木の赤字は大きいが、在籍会員のほとんどが中学生で、中学の

大会でよい成績を残すなどの効果も大きいと思われるので活動は継

続するが会費を上限 1,000円までで値上げする事をコーチに提案す
るとし、同時に土曜クラスと分けての収支を再度あげてもらうとい

う決定事項であった。 しかし、２クラス分けての収支を詳細に分

析すると赤字額は土曜の方が大きいことが判明した。 
  最終決定事項・・飯田理事長と相談して、火木クラスには若干の値上げを

提案してみるが、土曜のクラスは今年度の予想収支を立てた上でコーチの

シフト制などで経費削減をお願いする。 
 
ちびマミィ（親子教室） 
   昨年度の赤字額は、今年度ライフスポーツ振興財団の助成金 250,000円
により解消する。 
決定事項・・参加者増に繋がるように、チラシ配布など広報に力を入れる。昨

年度実施回数は会費が他のスクールに比べ高いので５週ある月も全て活動する

など出来る限りの活動を心がけたが、他のスクールと同じでよい。活動内容に

よりコーチのシフト制をとるなど心がける 
 
バドミントン 
 火曜クラスの会員の状況を見ると他の団体に属している選手が多く、その団

体の練習場になっている感がぬぐえない日曜クラスの中でレベルがあがり火曜

クラスへステップアップという流れができるまではまだ年数を要すると思われ

る。 
ナガスポとしての定員は１５名であるが、コーチ１人なので８人が限度との申

し出。 
決定事項・・上記の内容をふまえ、長谷川理事より担当コーチにお話いただき

今後について検討してもらう 
 
スポチャン居合 
 現状は日曜日の午後３時～４時半という活動時間で、参加しにくい設定にな

っており会員アンケートからも同様の意見が寄せられている。会員が少ないの



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.コーチ・スタッフ 
  ユニフォームについて 
 

もこれが大きな要因でもあると思われる。 
 これに関して、担当コーチと相談し今年度２期（８月２８日）から曜日時間、

活動場所を変更して行うことになった 
  土曜日 11時～12時 30分 三日市そうぶ館 
決定事項・・上記内容変更により引続き体験会の開催、広報など会員増につな

がるよう工夫する 
 
３Ｂ体操 
 開講当初から人数はほぼ変わらない。３Ｂという種目が総合型の中で活動し

ていることは極めて異例な事である。 
活動場所が目に付きにくい為、クラブ内でも認知度が低いことも一因か。 
決定事項・・３Ｂ協会との兼ね合いで大々的な募集広報や体験会などできにく

いかもしれないが、どのような形なら 
体験会を展開できるかコーチと相談し、会員増への工夫をする。 
 
バレーボール 
 スクールとしては再開から１年ほど。今年度 13名中 8名が卒業する為 
 5名しか残らない。 
決定事項・・体験会や広報など増員に向け努力する。千代田や楠方面への 
広報の仕方を検討する 
 
その他 
 キッズは今年助成金がないので赤字に転落。 
 キンダーは助成金がなければ赤字になる。 
 キンダー・キッズ・トータルは昨年度収支を見る限り クラブのベース 
 として支えているが、コーチ謝金がかさんでいる面もある。今後は 
 できるだけシフト制にするなど工夫する。 
 
○上記の廃止に関する決定事項は 8月 28日（日）のスクールコーチ連絡会
議までに個別の話し合っておく。 
廃止に関しては１０月末までに会員へ告知するがそれまでは漏れないよう 
に十分留意する。 
○増員努力に関するものはそれぞれのスクールコーチと相談し精力的に動 
いて行く。   
○乳幼児対象のクラスに関しては市内の全幼稚園（公立も含む）でのチラ 
シ配布やポスター掲示をお願いに回る。 
○千代田小、楠小への配布を役所の担当部署に教育長からの口添えをいた 
だけないか理事長より頼んでもらう 
○スクールコーチ連絡会議にてこれらについて発表する 
 
○検討していたジャージが思っていたより生地が厚くごわごわした感じが 
 するため再検討する。 季節的にポロシャツは早く欲しい。 
 決定事項・・新ポロシャツは黒と白の２色 28日の会議で見本を出し 



 
 
4.その他 
 
 

希望者に申し込みの上、購入してもらう。 
 
○スクールの実施回数に月によってかなりのばらつきがある。月１、２回 
しかできない時もあり、会員としては月謝感覚がある為振り替えがない事 
への苦情も少なくはない。 
決定事項・・入会手続き時に 
      ・年間の会費であること 
      ・公共施設を使っているので月に１回しかできないときも 
       あるがその都度の振り替えなどはない事を徹底して伝える 
      ・以前年間３５回補償などを明記していたが今後は一切回数 
       は出さず、クラブとして最大限の努力はするという事にと 
       どめる。 
 
○大学生のインターンシップについて 
大阪大谷大学より 80時間の実習 ２回生女子３名、３回生男子２名 
関西学院大学より 70時間の実習 ４回生男子１名 
大阪千代田短期大学より 40時間の実習１回生女子２名、男子３名 
 上記の通り７月より受け入れ開始。 
 
○いきいき大東クラブ（大東市）への協力 
 文科省の助成事業としてトップアスリートの派遣をされる。派遣先とし 
てナガスポに協力依頼があった。 
種目としてはサッカー・陸上・体操等で、スクールに来て指導をしてもら 
う。詳細はいきいき大東さんと打ち合わせの後、該当スクールにおろす。 
 
○１学期、トータルの中で体育指導委員に来てもらい毎月１回キンボール 
の体験を計４回行った。子供達も喜んで参加し、高学年はゲームの楽しさ 
も味わう事ができたが月１回だととびとびになりルール等を思い出す作業 
が必要になるため続けて４回等の方がよかったのかもしれない。次回企画 
の際はこの点を考慮すること。 
１学期で終了ではなく、他の種目（例えば竹馬などでもよい）を単発で体 
験するような企画を今年度入れていってもいいのではないか。 
 
○事務局長 石川県での講演報告 
石川県内の総合型クラブは totoの高額助成を受けているところも多く 
とても恵まれた環境の中での活動のように思うが同時に助成金に頼らない 
自主運営に向けての大きな課題を抱えているとも思った。これまでは大阪 
府内での講演の経験はあったが、他府県ということでいい刺激ももらえた 
しこちらも勉強になった。 
 

 


